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氷まつりコンクール結果氷まつりコンクール結果
雪像コンクール受賞チーム
順　位

安田　　納

名　前

小田　雅一

森藤　真介

高橋　　満

佐藤　寿則

旭川福祉専門学校日本語学科２期生Cクラス

受賞チーム

ひがしかわ観光協会

旭川福祉専門学校こども科１年Aチーム

松澤基

JAひがしかわ職員互助会

第1回北海道氷彫刻東川コンクール入賞者

札幌支部

所　　属

深川氷彫刻会

札幌支部

東川氷土会

波に舞う

作　品　名

Ｂｌａｃｋ　ｂaｓｓ

スコーピオンキング

天使の音色

出会い

札幌支部

順　位
ミッキーマウス

作　品　名

リトルミィ

オラフ

初音ミク

ウィスパー

最優秀賞

〃
努力賞
〃

優秀賞
優勝

３
４
５

準優勝

３
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

　
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
17
チ
ー
ム

が
力
作
を
制
作
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

台
湾
、
韓
国
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
来
町
の
日
本
語
留
学

生
チ
ー
ム
が
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
」
で

最
優
秀
賞
を
獲
得
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な

か
ら
大
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
同
時
開

催
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
東

川
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
ス
マ
イ
ル
ダ
ン

ス
教
室
、
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
イ
コ
ロ
、
東
川
小
学
校
ス
ク
ー
ル

バ
ン
ド
が
出
演
し
て
好
演
し
ま
し
た

（
出
場
順
）
。

り
気
分
を
味
わ

う
家
族
連
れ
の

姿
で
に
ぎ
わ
い
、

子
ど
も
た
ち
の

歓
声
が
会
場
に

響
き
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
が
引
っ
張
る

ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
雪
中
を
駆
け
回

る
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
も
ス
リ
ル
満

点
の
お
も
し
ろ
さ
で
大
人
気
。

　
メ
ー
ン
の
氷
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

今
年
か
ら
「
第
１
回
北
海
道
氷
彫
刻
東

川
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
改
名
。
氷
彫
刻
発

祥
の
地
、
東
川
町
内
の
農
民
彫
刻
と
氷

彫
刻
団
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
氷

土
会
」
結
成
50
年
を
期
に
、
道
内
３
カ

所
の
主
要
大
会
の
ひ
と
つ
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
道
内
各
地
か

ら
11
人
が
出
場
、
徹
夜
で
仕
上
げ
た
創

作
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
年
の
優

勝
者
は
、
ホ
テ
ル
調
理
師
、
安
田
納
さ

ん
（
札
幌
）
が
作
品
「
波
に
舞
う
」
で

　
羽
衣
公
園
を
メ
ー
ン
会
場
に
、
１
月

17
日
か
ら
３
日
間
開
い
た
祭
り
は
、
前

夜
祭
の
天
候
は
や
や
悪
か
っ
た
も
の
の
、

恒
例
の
花
火
打
ち
上
げ
に
大
勢
の
観
客

が
来
場
し
て
冬
の
饗
宴
に
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
休
日
の
日
曜
日
は
最
高
気

温
氷
点
下
７
・
９
度
（
午
後
２
時
40
分
）

の
穏
や
か
な
冬
晴
れ
。
ゆ
っ
く
り
と
祭

第
41
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り

第
41
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り

第
41
回
ひ
が
し
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わ
氷
ま
つ
り

道
内
ト
ッ
プ
切
っ
て
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や
か
に
氷
と
雪
の
祭
典

道
内
ト
ッ
プ
切
っ
て
に
ぎ
や
か
に
氷
と
雪
の
祭
典

道
内
ト
ッ
プ
切
っ
て
に
ぎ
や
か
に
氷
と
雪
の
祭
典

　
ひ
が
し
か
わ
観
光
協
会
な
ど
実
行
委
員
会
主
催
の
第
41
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
が
冬
の
祭
典
の
道
内
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
開
か
れ
ま

し
た
。日
曜
日
は
穏
や
か
に
晴
れ
上
が
り
、子
ど
も
連
れ
の
家
族
が
真
っ
盛
り
の
冬
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ひ
が
し
か
わ
観
光
協
会
な
ど
実
行
委
員
会
主
催
の
第
41
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
が
冬
の
祭
典
の
道
内
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
開
か
れ
ま

し
た
。日
曜
日
は
穏
や
か
に
晴
れ
上
が
り
、子
ど
も
連
れ
の
家
族
が
真
っ
盛
り
の
冬
を
楽
し
み
ま
し
た
。

青空に誘われて家族連れいっぱいのにぎわい 

氷彫刻東川コンクールグランプリの「波に舞う」

初めての雪像づくりで「ミッキーマウス」像が最
優秀賞を獲得して大喜び（日本語留学生チー
ム）
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１
月
５
日
、
大
雪
消
防

組
合
東
川
消
防
団
（
金
盛

勇
松
団
長
）
が
消
防
出
初

め
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
、
晴
れ
て
氷

点
下
９
・
３
度
の
静
穏
な

日
和
に
恵
ま
れ
、
役
場
前

に
５
分
団
80
人
が
勢
ぞ
ろ

い
。
同
10
時
半
、
出
初
め

式
冒
頭
に
、
松
岡
市
郎
町

長
か
ら
結
成
以
来
引
き
継

い
で
き
た
団
旗
を
更
新
し

て
継
承
を
受
け
ま
し
た
。

　

松
岡
町
長
、
浜
辺
啓
町
議
会
議
長
ら
の
団

観
閲
に
続
い
て
道
の
駅
・
ひ
が
し
か
わ
道
草

館
前
約
５
０
０
㍍
の
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線

を
分
列
行
進
し
、
新
た
な
団
旗
の
下
に
団
員

の
勇
姿
を
披
露
、
年
初
の
出
動
で
気
を
引
き

締
め
ま
し
た
。

　

ま
た
東
川
町
農
協
大
ホ
ー
ル
で
功
績
者
25

人
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の

通
り
（
順
不
同
、
敬
称
略
）
。

◆
町
長
表
彰（
勤
続
20
年
、同
10
年
は
道
知
事
表
彰
兼

彰
）　

▼
勤
続
25
年　

園
田
稔（
第
４
分
団
副
分
団
長
）、

守
屋
勝
蔵（
第
３
同
部
長
）▼
同
20
年　

山
中
伸
幸（
第

２
分
団
副
分
団
長
）、千
葉
光
志（
第
３
同
班
長
）＝
大

雪
消
防
組
合
管
理
者
・
道
消
防
協
会
長
勤
続
表
彰
兼

彰
▼
同
15
年　

牧
清
隆（
第
４
分
団
班
長
）、麻
下
智
基

（
第
３
同
団
員
）▼
同
10
年　

松
家
孝
志（
第
２
分
団
班

長
）＝
道
消
防
協
会
長
勤
続
表
彰
兼
彰
、山
田
克
宏（
第

４
同
同
）、米
田
紀
興（
第

１
同
団
員
）、長
沢
卓
哉

（
同
）、石
澤
昌
敏（
同
）、

安
原
裕
貴（
同
）＝
道
消

防
協
会
長
勤
続
表
彰
兼

彰
、岩
田
勇
一
郎（
同
）＝

同
、松
下
直
幸（
第
２
同

団
員
）＝
同
、阿
部
茂（
第

５
同
同
）

◆
大
雪
消
防
組
合
管
理

者
表
彰（
道
消
防
協
会
長

勤
続
表
彰
兼
彰
）　

▼
勤

続
表
彰
20
年　

篠
原
猛

志（
第
１
分
団
班
長
）

◆
東
川
消
防
団
連
合
後

援
会
長
表
彰
▼
同
５
年

　

藤
倉
智
恵
子（
女
性
部

長
）、田
村
美
恵（
同
班
長
）、安
藤
真
由
美（
同
団
員
）、

折
原
博
美（
同
）、長
沢
聡
子（
同
）、西
脇
久
登（
第
１
分

団
団
員
）、松
原
睦
宗（
同
同
）、朝
倉
明
博（
第
３
分
団

同
）▼
感
謝
状　

立
石
睦
夫（
第
４
分
団
元
後
援
会
長
）

　

ま
だ
ス
キ
ー
を
滑
っ
て
わ
ず
か
２
回
目
で

す
が
、
乗
り
始
め
て
わ
ず
か
10
分
余
り
で
す

ぐ
に
コ
ツ
を
覚
え
、
歩
い
た
り
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
築
山
を
登
っ
て
滑
降
に
挑
戦
。
途
中
で
転

ん
で
も
「
楽
し
い
！
」
と
雪
ま
み
れ
に
な
っ

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
月
22
、
23
の
両
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
の

５
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
約
60
人
が
歩
く
ス

キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

幼
児
の
時
か
ら
ス
キ
ー
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
、
と
今
季
か
ら
歩
く
ス
キ
ー
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。
昨
年
12
月
下
旬
に
続
い
て
こ
の

冬
２
回
目
の
ス
キ
ー
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は

数
日
前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
23
日
、
第
三
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
旭
川
大
学
ク
リ
ス
マ

ス
企
画
有
志
の
会
（
会
長
・

保
健
福
祉
学
科
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
福
祉
学
科
３
年
、
櫻

田
直
樹
さ
ん
）
が
主
催
し
て

初
の
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
祭
を

開
き
ま
し
た
。

　

旭
川
大
学
高
校
吹
奏
楽
ク

ラ
ブ
（
鈴
木
杏
奈
部
長
、
川
島
明
人
先
生
指

揮
）
の
町
内
初
の
演
奏
会
。
「
ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ロ
ル
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
（
星
出
尚
志

編
曲
）
を
筆
頭
に
、
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
ハ
ッ

ピ
ー
・
ハ
ッ
ピ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
（
林
直
樹

編
曲
）
な
ど
、
な
じ
み
や
す
い
曲
を
中
心
に

12
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

同
吹
奏
楽
部
は
、
昨
年
の

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
道

金
賞
、
東
日
本
大
会
金
賞
を

獲
得
す
る
な
ど
高
い
実
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
の

演
奏
に
は
東
川
出
身
の
部
員

も
加
わ
り
ま
し
た
。

　

有
志
の
会
の
ク
リ
ス
マ
ス

企
画
は
、
毎
年
第
三
地
区
の

高
齢
世
帯
を
訪
問
し
て
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ケ
ー
キ
を
届
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
６
年
間
続
け
て
き
ま
し

た
。
年
々
賛
同
す
る
学
生
も
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。
来
訪
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
お
年

寄
り
も
年
々
増
え
、
「
今
年
も
来
た
よ
」
と

約
20
世
帯
を
訪
問
し
て
交
流
が
続
い
て
い
ま

す
。

旭
大
生
と
旭
大
高
吹
奏
楽
部
が
ク
リ
ス
マ
ス
初
コ
ン
サ
ー
ト

旭
大
生
と
旭
大
高
吹
奏
楽
部
が
ク
リ
ス
マ
ス
初
コ
ン
サ
ー
ト

新
成
人
、門
出
の
祝
い
に
82
人

新
成
人
、門
出
の
祝
い
に
82
人

年
初
に
無
事
誓
っ
て
消
防
出
初
め
式

年
初
に
無
事
誓
っ
て
消
防
出
初
め
式

コ
ン
サ
ド
ー
レ
旭
川
Ｕ
│
15
に
北
原
新
監
督

コ
ン
サ
ド
ー
レ
旭
川
Ｕ
│
15
に
北
原
新
監
督

　

産
後
の
マ
マ
を
み
ん
な
で
支

え
よ
う
―
と
ド
ゥ
ー
ラ
カ
フ
ェ

が
町
内
に
誕
生
し
ま
し
た
。
１

月
20
日
、
町
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
・
ふ
れ
愛
の
郷
（
進
化

台
、
北
工
学
園
敷
地
内
）
で
産

後
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
た
交

流
の
場
と
し
て
初
め
て
の
カ

フ
ェ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

出
産
前
後
の
心
身
が
不
安
定

な
時
期
の
マ
マ
を
、
先
輩
お
母
さ
ん
ら
が
、

い
わ
ば
母
親
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り

組
み
。
○
母
親
サ
ポ
ー
ト
○
家
事
サ
ポ
ー
ト

○
育
児
サ
ポ
ー
ト
―
と
大
き
く
３
つ
に
分
か

れ
た
取
り
組
み
方
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
（
社
）
ド
ゥ
ー
ラ
協
会
（
東

京
）
の
認
定
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
資
格
を
取
得

し
た
と
い
う
川
野
恵
子
ふ
れ
愛
の
郷
施
設
長

が
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
「
い
つ
も
元
気
な
お

母
さ
ん
が
い
て
く
れ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は

明
る
く
育
つ
。
忙
し
く
て
家
が
散
ら
か
っ
て

い
て
も
気
持
ち
が
穏
や
か
に
育
つ
」
「
今
ま

で
は
子
育
て
で
悩
む
お
母
さ
ん
を
実
質
的
に

手
助
け
す
る
手
立
て
が
な
か
っ
た
」
な
ど
と

取
り
組
む
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
12
人
の
若
い
お
母
さ
ん
、
先
輩

お
母
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。
「
北
海
道
に

は
な
い
と
聞
い
て
参
加
し
た
」
「
孫
が
で
き

た
時
、
お
嫁
さ
ん
が
出
産
の
時

に
寄
り
添
え
て
い
た
ら
…
と
思

っ
て
い
た
の
で
参
加
し
た
」

「
し
ゅ
う
と
、
し
ゅ
う
と
め
と

同
居
し
て
い
て
、
子
育
て
に
悩

ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な

時
、
子
育
て
の
先
輩
が
い
て
く

れ
れ
ば
心
強
い
と
思
い
参
加
し

た
」
「
夫
が
転
勤
族
で
、
知
ら

な
い
街
で
へ
こ
む
こ
と
が
多
か

っ
た
。
産
後
ば
か
り
で
な
く
、
子
育
て
支
援

に
つ
な
が
る
場
が
あ
っ
て
も
い
い
」
な
ど
と

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
３
月
３
日
午
後
1
時
半
か
ら
開
催

予
定
。
２
カ
月
に
１
回
程
度
、
交
流
す
る
そ

う
で
す
。

装
、
ア
オ
ザ
イ
を
着
て
出
席

し
国
際
色
豊
か
。
ベ
ト
ナ
ム

人
留
学
生
13
人
が
一
緒
に
パ

ッ
タ
ラ
さ
ん
の
成
人
を
祝
い

ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
式
辞
で

「
皆
さ
ん
に
は
夢
が
あ
る
。

若
い
力
に
は
発
想
力
が
あ
る
。

直
観
力
が
あ
る
。
日
本
の
人

口
を
支
え
る
の
も
若
い
力
」

と
門
出
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。

　

答
辞
に
立
っ
た
林
紘
汰

さ
ん
は
「
今
ま
で
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
で
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
11
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

82
人
が
新
た
に
成
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。

　

成
人
式
の
出
席
者
は
昨
年
よ
り
23
人
も
多

く
、
近
年
に
な
い
に
ぎ
や
か
さ
。
旭
川
福
祉

専
門
学
校
で
日
本
語
を
勉
強
す
る
た
め
に
来

日
中
の
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
の
留
学
生

４
人
も
出
席
し
ま
し
た
。
ペ
ト
ゥ
リ
チ
ャ

イ
・
パ
ッ
タ
ラ
さ
ん
は
ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
衣

　

Ｊ
リ
ー
グ
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

の
ア
カ
デ
ミ
ー
チ
ー
ム
、
コ
ン

サ
ド
ー
レ
旭
川
Ｕ
│
15
を
７
年

間
指
導
し
た
佐
藤
尽
前
監
督
に

代
わ
っ
て
、
２
月
か
ら
北
原
次

郎
新
監
督
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

既
に
１
月
上
旬
か
ら
チ
ー
ム
に
合
流
し
て

指
導
を
始
め
て
い
ま
す
。
「
選
手
た
ち
が

願
っ
て
い
る
、
そ
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
目
標
を
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
抱

負
を
話
し
ま
し
た
。

　

国
内
の
４
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
テ
ク

ニ
カ
ル
コ
ー
チ
、
強
化
担
当
、
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
コ
ー
チ
な
ど
を
務
め
、
ア
カ
デ
ミ
ー
チ
ー

ム
の
監
督
は
初
め
て
。
札
幌
で
は
夜
間
ア
カ

幼
児
セ
ン
タ
ー
園
児
が
歩
く
ス
キ
ー「
楽
し
い
！
」

幼
児
セ
ン
タ
ー
園
児
が
歩
く
ス
キ
ー「
楽
し
い
！
」

誕
生
、ド
ゥ
ー
ラ
カ
フ
ェ

誕
生
、ド
ゥ
ー
ラ
カ
フ
ェ

デ
ミ
ー
チ
ー
ム
の
技
術
指
導

も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

「
サ
ッ
カ
ー
と
し
て
は
札

幌
も
、
東
川
も
、
全
国
も
大

き
な
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
や
れ
る
こ
と
が
少
し

ず
つ
増
え
、
精
度
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
け

れ
ど
、
我
慢
強
く
選
手
の
成
長
を
見
て
、
ト

ラ
イ
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
的
。

　

札
幌
市
出
身
、
33
歳
。
札
幌
光
星
高
校
を

経
て
国
立
筑
波
大
学
体
育
学
部
大
学
院
修
士

卒
業
（
体
育
研
究
科
コ
ー
チ
学
専
攻
）
。

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
、
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
、
ジ
ェ

フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
・
千
葉
の
各
チ
ー
ム

コ
ー
チ
を
経
て
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
か

ら
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
コ
ー
チ
。
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く
こ
と
へ
の
探
究
と
き
ち
ょ
う
め
ん
さ

は
人
一
倍
の
よ
う
。

　

全
国
大
会
の
制
作
課
題
は
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
（
幅
72
㌢
㍍
、
高
さ
47
㌢
㍍
、

奥
行
き
21
㌢
㍍
）
の
制
作
。
２
日
間
、

ト
ー
タ
ル
12
時
間
で
完
成
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
持
ち
時
間
30
分
前
に
は
完
成
さ
せ

る
時
間
配
分
で
１
カ
月
前
か
ら
練
習
を

始
め
て
、
問
題
な
く
出
来
て
い
た
け
れ

ど
、
加
工
精
度
を
き
ち
ん
と
取
る
こ
と

が
難
し
か
っ
た
」
。

　

次
に
控
え
る
は
世
界
大

会
。
「
半
年
前
に
各
国
代

表
に
教
え
る
エ
キ
ス
パ
ー

ト
に
課
題
が
発
表
に
な
る

の
で
、
練
習
期
間
は
４
カ

月
間
。
２
カ
月
前
に
は

し
っ
か
り
と
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
…
。

ま
だ
大
会
へ
の
実
感
は
な

い
し
焦
り
も
な
い
。
楽
し

み
で
す
」
。◇

　

工
場
で
一
番
若
い
職
人
。

５
歳
離
れ
て
い
る
工
場

チ
ー
フ
は
、
旭
川
高
等
技

専
卒
の
先
輩
で
も
あ
り
、

年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ
っ

　

一
昨
年
銀
賞
を
獲
得
し
た
大
会
で
２

年
連
続
の
受
賞
、
し
か
も
今
大
会
で
み

ご
と
金
賞
を
射
止
め
ま
し
た
。
「
２
年

に
一
度
し
か
な
い
世
界
大
会
な
の
で
、

今
回
が
世
界
に
つ
な
が
る
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
」
と
の
思
い
を
秘
め
て
臨
ん
だ
そ

う
で
す
。

　

「
前
回
は
周
り
の
空
気
に
の
ま
れ
て

し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
２
回
目
だ
っ
た
の

で
平
静
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
冷

静
な
自
己
分
析
。
高
い
技
量
と
腕
を
磨

　

１
月
、
旭
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
い

た
旭
川
家
具
工
業
協
同
組
合
（
43
社
、

桑
原
義
彦
理
事
長
）
の
新
年
交
礼
会
で

加
盟
各
社
の
社
長
か
ら
祝
福
も
受
け

「
去
年
は
最
高
の
年
だ
っ
た
。
今
年
は

さ
ら
に
大
き
な
目
標
に
向
け
て
結
果
を

残
し
た
い
」
。

て
一
番
頼
り
に
な
る
兄
貴
分
。
や
は
り

技
能
五
輪
大
会
で
全
国
出
場
し
た
経
験

が
あ
る
と
い
い
、
製
作
技
術
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
。

　

最
近
は
引
き
出
し
づ
く
り
を
中
心
に

し
た
製
造
工
程
に
入
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

「
ち
ょ
っ
と
し
た
木
の
テ
ー
ブ
ル
を

１
台
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

で
も
機
械
の
使
い
方
は
、
ま
だ
自
分
の

考
え
て
い
る
通
り
に
な
ら
な
い
ん
で
す
」

と
少
し
で
も
早
く
一
人
前
の
職
人
に
―

と
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
の
よ
う
。

　

「
ま
だ
製
造
工
程
の
す
べ
て
を
や
っ

て
は
い
な
い
の
で
何
と
も
言
え
な
い
け

れ
ど
、
苦
手
な
作
業
は
の
こ
引
き
か
な
。

手
作
業
の
精
度
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、

自
分
の
中
で
課
題
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
」
。

8383今、生き生きと
　

昨
年
12
月
の
技
能
五
輪
全
国

大
会
家
具
部
門
で
み
ご
と
全
国

金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
今
年

８
月
、
今
度
は
こ
の
成
果
を

引
っ
提
げ
て
日
本
代
表
と
し
て

２
年
に
一
度
の
技
能
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
国
際
大
会
に
出
場
予
定
。

入
社
２
年
目
で
つ
か
ん
だ
大
舞

台
で
す
。
半
年
後
に
迫
っ
た
大

会
に
向
け
て
、
今
月
か
ら
そ
ろ

そ
ろ
練
習
も
ス
タ
ー
ト
の
予
定
。

旭
川
地
区
か
ら
は
40
年
く
ら
い

前
、
世
界
大
会
の
家
具
部
門
に

出
場
し
て
銀
賞
を
獲
得
し
た
の

が
最
後
で
、
そ
れ
以
降
は
世
界

大
会
へ
の
出
場
も
な
い
そ
う
。

そ
れ
だ
け
に
か
か
る
期
待
も
日

を
追
っ
て
高
ま
り
そ
う
で
す
。

家具職人　
大谷 周平（おおたに　しゅうへい）さん

金
賞
を
受
賞
し
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

大谷周平さん
　旭川市出身、20歳。道立東川高校を経て旭川
高等技術専門学院（造形デザイン科）卒業。㈱
プレステージ・ジャパン「TIME＆STYLE」東川
工場勤務（北町４丁目13-２）。中央職業能力開
発協会主催の第52回技能五輪全国大会（40職種、
昨年11月28日から12月１日・愛知県碧南市な
ど）の家具部門（23歳以下若手職人）で金賞。
今年８月開催の第43回技能五輪国際大会（８月
11－16日・ブラジル・サンパウロ市）に日本代
表として出場予定。

旭川家具工業協同組合の新年交礼会にて
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フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
へ
の
書
き
込
み
と
公
共
性

　

近
年
は
通
信
手
段
が
極
め
て
発
達
し
、
一
度

も
面
識
の
な
い
者
同
士
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
以
下
ネ
ッ
ト
）
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
ネ
ッ

ト
上
で
は
友
達
リ
ク
エ
ス
ト
を
出
し
て
、
相
手

が
承
認
し
て
く
れ
れ
ば
ま
っ
た
く
面
識
が
な
く

て
も
相
手
の
少
々
の
経
歴
と
顔
写
真
で
友
達
関

係
が
築
か
れ
、
写
真
と
文
字
で
の
交
流
が
始
ま

る
（
最
近
は
な
い
場
合
も
多
い
）
。

 

実
際
に
会
っ
て
言
葉
を
交
わ
し
て
い
る
場
合

は
、
相
手
の
感
情
や
前
後
の
話
の
内
容
も
合
わ

せ
て
全
体
を
推
し
量
る
の
で
誤
解
を
生
じ
る
こ

と
も
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
場

合
は
あ
く
ま
で
も
文
字
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の

部
分
だ
け
を
読
ん
で
判
断
す
る
と
「
え
っ
？
な

に
…
、
失
礼
な
」
な
ど
と
誤
解
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
る
。
従
っ
て
、
ネ
ッ
ト
上
へ
の
書
き
込
み

は
相
手
の
気
持
ち
、
読
む
者
、
見
る
者
の
気
持

ち
を
逆
な
で
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
も
の
だ

と
思
う
。

　

私
も
よ
く
友
人
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
き
、

見
逃
さ
な
い
限
り
承
認
を
し
て
い
る
。
大
半
は

一
度
も
会
っ
た
こ
と
が
な
い
場
合
が
多
い
。
近

況
報
告
な
ど
が
来
て
、
と
き
に
「
い
い
ね
！
」

を
押
し
、
と
き
に
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
後
か
ら
あ
ん
な
コ
メ
ン
ト
を
し
て
良
か
っ

た
の
か
な
、
と
気
に
か
か
る
場
合
も
あ
る
。

 

ま
っ
た
く
悪
気
な
く
書
い
て
い
る
の
だ
が
、

読
む
人
に
と
っ
て
は
「
え
っ
、
こ
れ
な
に
？
」

と
疑
問
を
持
つ
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

私
の
場
合
ば
か
り
で
は
な
く
、
公
務
員
が
私
的

な
通
信
と
し
て
近
況
報
告
を
行
っ
た
書
き
込
み

で
あ
っ
て
も
、
公
務
員
と
し
て
職
業
上
の
通
信

と
同
義
で
あ
る
と
捉
え
て
読
み
、
適
正
な
書
き

込
み
な
の
か
、
と
疑
問
を
持
つ
人
も
い
る
。
書

き
込
み
を
す
る
場
合
、
特
に
「
人
の
不
幸
を
喜

ぶ
」
と
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
、
日

常
的
な
行
動
で
あ
っ
て
も
「
何
か
を
あ
お
る
」

と
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
表
現
に
な
ら
な

い
か
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

 

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
既
に
コ
メ
ン
ト
を

し
て
し
ま
っ
た
後
に
な
っ
て
常
識
を
逸
し
た
こ

と
、
悲
し
む
人
が
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
場

合
の
対
応
で
あ
る
。
何
か
ル
ー
ル
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
場
合
は
反
省
し
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
上
で
し
っ
か
り
と
謝
る
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
公
私
を
問
わ
ず
平
素
か
ら
慎
重
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長
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鹿の王（上・下）（児童書）
著：上橋菜穂子　刊：ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　ヴァンは岩塩鉱に奴隷としてと
らわれていた。ある日、乱入してき
た犬たちがもたらした謎の病でほ
かの奴隷たちが亡くなり、生き残
った幼女を連れて脱出する。一
方、医師のホッサルは、岩塩鉱の
奴隷たちと同じ病に直面し治療
法を探そうとしていた。厳しい世
界の中で、他者を温かく支えなが
ら生きる人々の激しくも美しい物
語。

あらしのよるに ひみつのともだち（アニメDVD）
バンダイビジュアル

　あらしのよる、偶然同じ小屋の
中に逃げ込んだオオカミのガブと
ヤギのメイ。真っ暗で顔が見えな
いままだけど、２匹はとても仲良く
なって、また会う約束をしました。
次の日、お互いの顔を見てビック
リ！　だってオオカミはヤギが大好
物なんですもの。でも２匹はお互
いを信じて、だれにも言えない
「ひみつのともだち」になりました。
（全９巻）

望郷（一般書）
著：森瑤子　刊：ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　ニッカウヰスキー創業者、竹鶴
政孝と妻リタの人生をモデルに
描いた長編伝記小説。リタはスコ
ットランド、デボン地方に生まれ育
った。病弱でこもりがちだった少
女時代を経て第一次世界大戦
で初恋の人を失い、失意のどん
底にいた。そんな時、初めてモル
トウイスキーの製造法を学びにや
ってきた日本人の青年と運命的
に出会う。

松
岡
市
郎

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
へ
の
書
き
込
み
と
公
共
性
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大雪山の素顔
「協働型」の登山道管理へ
　一昨年の春、羽衣の滝散策路が大規模な土砂
崩れで歩けなくなったのと同時期に、対岸の滝
見台へ続く「三十三曲がり」登山道も、法面の
地割れや階段の崩落が起き、修復なしでの通行
が危険な状態になった。管理者の上川中部森林
管理署は当初、修復に必要な予算不足を理由に、
登山道を通行止めにする意向だった。
　「三十三曲がり」は、滝見台まで登る散策路
としてだけでなく、化雲岳経由でトムラウシ山
へと向かう登山道の一部でもある。旭岳から十
勝連峰を目指す縦走の途中、悪天候や体調不良
時の逃げ道として、また忠別川支流のクワウン
ナイ川遡行（そこう）時の下山路としての利用
もあり、登山者にとってはなくてはならない道
だ。
　その登山道を通行止めにするというのだから、
山関係者にとって見過ごせない緊急事態だった。
この時旭川山岳会、東川町、環境省の三者が動
き、広く山関係者に呼びかけて、ボランティア
による官民「協働型」の登山道整備を行うこと

になった。
　2013（平成25）年６月26日午前９時、ス
コップや剪定ばさみ、チェーンソーなどを手に
した作業員20名以上が天人峡温泉羽衣トンネル
出口の駐車場に集結した。
　メンバーは、環境省、森林管理署、北海道、
東川町などの行政関係者に加えて旭川周辺の山
岳会員、山岳ガイド、民宿オーナーなどさまざ
ま。登山道整備業者の指導で、夕方までかかっ
て崩落しそうな法面の突き固めや、丸太を使っ
て階段の補修を行った。この協働型登山道整備
は、去年の夏に２回目を行っている。
　「人もおカネもない」行政が安易な予算削減
措置として民間人を利用するのは問題だが、志
のある民間人に協力をお願いするのは間違った
方向ではない。資材調達に必要な予算や、指導
者を育てる講習会の開催などで行政の力が必要
になるが、うまく仕組みづくりをすれば、山を
愛する人たちの手で「自分の山は自分で守る」
ことができるのではないだろうか。

　

地
元
の
方
が
書
い
た
一
冊
と
し
て
「
大
雪

山
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
」
代
表
、
塩
谷
秀
和

さ
ん
の
文
と
写
真
に
よ
る
「
大
雪
山
の
四
季

│
精
霊
の
大
地
か
ら
│
」
（
実
業
之
日
本
社

刊
、
１
９
９
８
年
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

塩
谷
さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
虫
や
動

物
が
好
き
で
、
ア
マ
ガ
エ
ル
、
ス
ズ
メ
、
ア

リ
、
ム
カ
デ
な
ど
を
飼
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
匹
の
個
性
的
な
カ
ナ

ヘ
ビ
は
よ
く
な
つ
い
て
、
指

で
鼻
先
を
く
す
ぐ
る
と
、
遊

ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
軽
く

か
み
つ
い
た
そ
う
で
す
。
こ

う
し
た
触
れ
合
い
を
本
の
随

所
に
ち
り
ば
め
て
い
ま
す
。

　

高
校
を
中
退
し
た
後
、
野

宿
な
ど
を
し
な
が
ら
全
国
を

歩
き
、
12
年
間
の
旅
の
間
に

持
ち
歩
い
て
い
た
聖
書
と
仏

教
聖
典
を
読
み
返
し
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
最
も
気
に
入
っ
た
大
雪
山
の
近
く
、

東
川
で
暮
ら
す
こ
と
を
決
意
、
１
９
８
８

（
昭
和
63
）
年
か
ら
ガ
イ
ド
を
始
め
ま
し
た
。

　

目
次
を
見
る
と
「
三
月
・
雪
上
の
足
跡
を

追
っ
て
」
か
ら
「
樹
の
精
霊
モ
モ
ン
ガ
」

「
登
山
前
の
心
理
学
」
「
ナ
キ
ウ
サ
ギ
は
哲

学
者
か
」
「
森
の
長
老
た
ち
」
な
ど
と
続
き

「
大
地
の
属
す
る
者
と
し
て
」
ま
で
47
話
。

一
話
を
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
に
収
め
、
次
ペ
ー

ジ
に
物
語
の
象
徴
的
な
カ
ラ
ー
写
真
を
入
れ

て
い
ま
す
。
本
は
初
め
か
ら
順
に
読
む
も
の

で
し
ょ
う
が
、
こ
の
本
は
ど
こ
か
ら
読
ん
で

も
お
も
し
ろ
い
。
植
物
、
動
物
、
鉱
物
、
気

象
な
ど
自
然
界
の
こ
と
を
興
味
深
く
知
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

北
海
道
自
然
保
護
協
会
が
１
９
９
２
（
平

成
４
）
年
に
発
行
し
た
「
山
と
私
た
ち
」
で

は
、
塩
谷
さ
ん
を
最
も
早
く
活
動
を
始
め
た

自
然
案
内
人
の
一
人
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。
大
雪
山
国
立
公
園
層
雲
峡
・
旭
岳
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
運
営
協
議
会
が

１
９
８
９
（
同
元
）
年
に
発
行
し
た
「
大
雪

山
の
自
然
解
説
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
、
北
海
道
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
会
が
編
集
し
た

「
北
海
道
ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
」
の

共
著
者
で
も
あ
り
ま
す
。

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
ガ
イ
ド
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

自
然
案
内
人
、
塩
谷
さ
ん
の
「
大
雪
山
の
四
季
」

山樂舎BEAR  佐久間　弘

塩谷秀和さんの
「大雪山の四季‐精霊の大地から‐」

町
史
編
集
専
門
員　
西 

原 

義 

弘
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.41
To my students—   Hailey Stutz 

Before I came to Higashikawa, I never imagined that I would come to love 
kids this much. It is thanks to your humanity, your brilliance, and your unwav-
ering energy that we were able to open our hearts to each other. You may not 
even know it, but I am so grateful for every memory you have given me and 
that we are able to enjoy classes together.
Also, thank you for appreciating what talents I am able to show you. Seeing 
my abilities bring joy to people makes it worth enduring people who discour-
age me from following my dreams. I hope that in the future, should such 
obstacles stand in your way, you !nd the strength to knock down those walls. 
I know it to be a strength which exists in each one of you.
Becoming an adult is a di"cult and scary process, but seeing you smile allows 
me peace of mind. Please live in such a way that the light I see in you never 
fades.

#ank you.

第115回

新年に思う
　ある日のこと。交差点で信号待ちをしている私の横で、対
向車が急停車しました。〝バタン〟と音がしてこちらに走っ
てくる人。交通違反したかな？とドキドキして窓を開けたら、
「先生、分かりますか。○○○○です」と立派になった若者
が言う。ああ、懐かしい。分からないわけがない。成長した
卒業生を見るのは、とてつもない喜び。フィルムを巻き戻し
たように授業中の様子を思い出します。

　大学で語学を専攻したというある卒業生は里帰りした際、
中学校の授業でおもしろかったエピソードを話してくれまし
た。『そんなこともあったなあ』とうれしくなりました。
　先日、新聞で「人口減少社会を生きる」という特集を掲載
していました。記事の中、東神楽町の教育長は「遅かれ早か
れ、必ず町から羽ばたく運命にある。だからこそ世界で活躍
できる人材を育てたい」。釧路管内鶴居村の教育長は「将来
どんな職業に就こうと、その道を究める人材を輩出したい。
それこそ小さな村が生き残る資源になる」と発言していまし
た。
　学びたい子供が学べる機会がある。そんな町や学校、その
意気込みは、うちの町も一緒です。かつて英語の専門家、田
尻悟郎先生は言っていました。「中学校３年間に親が塾にか
ける費用は60万円。学校はそうする必要がないような環境を
提供するべきだ」と。親の所得に比例して子供の将来に格差
が出るなんて耐えられません。我慢してこつこつ頑張れる、
そういう子供がたくさん育つといいな、と思います。

（訳：宮地晶子）

生徒の皆さんへ　ヘイリー・ストゥツ
　東川に来る前は、こんなに子供を好きになるとは思ってもみませんでした。みなさんの人柄、輝き、変わらない
元気に、互いの心を開くことができました。みなさんは気づいてもいないでしょうが、思い出の一つひとつに、一
緒に授業が楽しめることに、とても感謝しています。
　また、なんであれ、私がやってみせることを喜んでくれてありがとう。人を喜ばせる力があるとわかったおかげ
で、夢を追う私をくじく人がいても、耐えられます。将来、もしみなさんの前にそんな壁が立ちはだかっても、そ
の壁を壊す強さを見つけてくれることを願っています。それだけの強さが一人ひとりの中にあります。
　大人になるということは、大変で恐ろしい過程です。みなさんの笑顔に安らぎを覚えます。皆さんの中に見える
その光が消えないように生きていってください。ありがとう。

【ちょっと豆知識】宮地晶子

文中、thanks という言葉とThank 
youという表現が出てきましたね。
Thankに付いているsは何のsか、と
不思議に思ったことはありませんか。
こちらは「感謝」という名詞。だか
らこのsは複数形のsです。ここでは、
thanks to ～「～のおかげで」とい
う熟語で使われています。一方、
Thank you.は動詞で「私はあなたに
感謝します」の私（I）が省略された
形です。主語を省略してあるといえ
ばSee you! （またね。）もそうです
ね。
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　 俳　

句

と
び
っ
き
り
の
笑
顔
弾
け
て
冬
晴
る
る

地
吹
雪
の
巻
舌
逃
れ
家
二
軒

冬
日
和
昔
の
友
は
も
う
い
な
い

新
年
を
床
の
間
飾
る
羽
子
板
で

冬
晴
れ
を
電
話
の
声
が
伝
え
来
る

初
日
の
出
鉄
腕
ア
ト
ム
ゆ
っ
く
り
と

冬
晴
れ
や
木
つ
つ
き
と
ん
と
ん
戸
を
叩
く

コ
ン
ビ
ニ
ま
で
歩
き
ま
し
ょ
う
か
冬
う
ら
ら

耳
を
た
て
背
伸
び
し
て
み
た
雪
う
さ
ぎ

冬
う
ら
ら
一
直
線
の
狐
み
ち

牡
蠣
届
く
知
ら
せ
を
聞
い
て
皆
来
た
る

冬
晴
れ
や
遠
い
同
志
の
「
達
者
で
す
」

冬
晴
や
こ
っ
そ
り
読
む
よ
美
文
字
本

青
き
空
白
一
直
線
の
冬
日
和

そ
り
の
跡
円
を
描
い
て
汽
車
ぽ
っ
ぽ

冬
の
晴
一
位
の
枝
を
か
が
や
か
す

ド
ラ
焼
き
を
白
湯
で
い
た
だ
く
冬
日
和

冬
の
晴
句
を
拾
ひ
つ
つ
歩
一
歩

冬
う
ら
ら
バ
ー
ド
テ
ー
ブ
ル
せ
め
ぎ
合
い

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

佐
々
木　
り　
え

山　
内　
み　
ゆ

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

俳　

句

俳　

句

人
生
を
拓
く

ひ
ら

9

　

高
助
さ
ん
は
東
京
生
ま
れ
。
学
校
の
教
員

だ
っ
た
父
親
の
転
勤
で
生
後
３
カ
月
で
富
良

野
・
麓
郷
地
区
へ
。
以
来
、
小
学
校
は
南
士

別
、
中
学
校
は
旭
川
、
高
校
時
代
は
名
寄
で

過
ご
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
、
日
本
国
有
鉄
道
（
現
Ｊ
Ｒ
北
海

道
）
に
。
国
鉄
専
門
学
校
（
当
時
）
に
入
学

し
、
最
先
端
の
新
幹
線
鉄
道
関
連
技
術
を
学

び
ま
し
た
。

　

新
幹
線
技
術
は
、
当
時
は
ま
だ
開
発
途
上
。

「
三
島
工
区
で
振
動
試
験
、
動
揺
試
験
を
重

ね
て
い
た
時
、
ソ
連
の
鉄
道
技
術
団
が
視
察

に
来
て
ね
。
時
速
２
０
０
㌔
㍍
を
超
え
た
ら
、

踊
り
出
し
て
『
ハ
ラ
シ
ョ
ー
、
ハ
ラ
シ
ョ
ー
』

と
大
騒
ぎ
し
て
い
た
よ
」
と
懐
か
し
く
思
い

返
さ
れ
ま
す
。

　

29
歳
の
時
、
測
量
技
術
能
力
を
か
わ
れ
て

国
鉄
技
術
開
発
部
門
の
関

連
会
社
に
出
向
。
保
線
技

術
の
開
発
担
当
か
ら
一
転
、

開
業
に
間
に
合
わ
せ
る
た

め
に
開
発
を
急
い
で
い
た

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
水
中
橋

脚
建
設
技
術
導
入
、
ま
く

ら
木
防
腐
処
理
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ま
く
ら
木
の
開
発

な
ど
と
多
忙
な
連
続
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
こ
ろ
、
鹿
児
島
生
ま
れ
の
敦
子
さ

ん
と
高
助
さ
ん
と
の
偶
然
の
出
会
い
が
―
。

敦
子
さ
ん
は
当
時
、
国
鉄
職
員
な
ど
に
洋
服

の
出
張
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。
出
張
に
来

て
い
た
高
助
さ
ん
が
国
鉄
上
野
駅
の
近
く
で

「
こ
の
あ
た
り
に
ど
こ
か
食
事
で
き
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
道
を
尋
ね
…
。

二
人
が
35
歳
の
結
婚
で
し
た
。

　

高
助
さ
ん
が
41
歳
の
時
、
多
忙
を
極
め
た

職
場
か
ら
転
勤
を
決
意
、
青
春
の
思
い
出
深

い
旭
川
へ
。
そ
の
後
民
間
会
社
に
転
職
し
ま

し
た
。

　

民
間
に
移
っ
て
か
ら
は
「
輸
入
木
材
の
乾

燥
機
械
の
開
発
、
大
型
機
械
と
か
設
計
な
ら

何
で
も
や
っ
た
よ
」
。
レ
ス
ト
ラ
ン
店
舗
、

マ
ン
シ
ョ
ン
設
計
も
手
掛
け
た
そ
う
で
す
。

　

敦
子
さ
ん
は
各
地
を
転
勤
し
て
き
た
夫
を

「
ま
じ
め
一
方
の
人
だ
か
ら
」
と
支
え
続
け

て
き
ま
し
た
。
高
助
さ
ん
は
「
こ
の
人
は
度

胸
が
据
わ
っ
て
る
よ
。
い
ざ

と
な
っ
た
ら
頼
も
し
い
」
と

い
つ
も
頼
り
に
し
て
き
ま
し

た
。

　

鹿
児
島
育
ち
の
敦
子
さ
ん

に
と
っ
て
冬
の
寒
さ
は
い
ま

だ
慣
れ
な
い
よ
う
で
す
が
、

穏
や
か
な
暮
ら
し
を
こ
の
地

に
求
め
、
７
年
目
の
冬
を
迎

え
て
い
ま
す
。

わ
た
な
べ     　

 

こ
う
す
け

あ 

つ 

こ 

＝
西
町
２
丁
目

渡
辺　

高
助
さ
ん
（
83
）

敦
子
さ
ん
（
83
）
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（
前
号
か
ら
の
続
き
）

　

世
界
大
会
出
場
を
賭
け
た
準
々
決
勝
の
対

戦
相
手
は
、
前
評
判
は
高
く
な
い
も
の
の
勝

ち
上
が
っ
て
き
た
北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
）
で
し
た
。

　

技
術
も
戦
術
も
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
精
神
力
の
強
さ
で
は
群
を
抜
い
て
い
ま

す
。
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
プ
レ
ー
ス
タ
イ

ル
、
プ
レ
ー
の
激
し
さ
は
脅
威
。
し
か
し
日

本
は
ア
ジ
ア
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

と
チ
ー
ム
力
が
あ
り
、
勝
利
に
問
題
な
し
、

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

立
ち
上
が
り
か
ら
日
本
が
ボ
ー
ル
を
保
持

す
る
時
間
が
多
く
、
ゴ
ー
ル
チ
ャ
ン
ス
を
何

回
も
作
れ
る
展
開
。
し
か
し
決
め
切
れ
ま
せ

ん
。

　

経
験
の
あ
る
選
手
な
ら
プ
レ
ー
し
な
が
ら

試
合
の
流
れ
を
感
じ
、
状
況

に
応
じ
て
対
処
す
る
こ
と
が

で
き
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し

18
│
19
歳
の
選
手
で
は
、
ま

だ
「
試
合
を
読
む
力
」
が
足

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
犯

し
て
な
ら
な
い
フ
ァ
ー
ル
。

Ｆ
Ｋ
か
ら
北
朝
鮮
選
手
の
勢

い
を
止
め
ら
れ
ず
失
点
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

無
念
の
敗
退

　

後
半
、
日
本
は
追
い
つ
こ
う
と
パ
ワ
ー
全

開
で
攻
め
ま
く
り
ま
す
。
し
か
し
球
際
の
強

さ
、
厳
し
い
接
触
プ
レ
ー
で
こ
と
ご
と
く

チ
ャ
ン
ス
が
つ
ぶ
れ
、
残
り
10
分
を
切
っ
て

や
っ
と
同
点
。
北
朝
鮮
は
延
長
戦
で
選
手
が

バ
タ
バ
タ
倒
れ
て
明
ら
か
な
時
間
稼
ぎ
。
日

本
は
決
勝
点
を
奪
う
力
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
結
局
Ｐ
Ｋ
戦
に
敗
れ
、
ま
た
も
ベ

ス
ト
８
の
壁
―
。

　

私
は
今
回
の
視
察
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
一
つ
は
、
ア
ジ
ア

の
レ
ベ
ル
が
急
速
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
。

二
つ
目
は
、
日
本
選
手
は
個
人
技
、
戦
術
に

優
れ
、
常
に
試
合
を
優
位
に
進
め
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
チ
ー
ム
と
し
て
の

勝
負
強
さ
に
欠
け
る
こ
と
で
す
。

８
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
、
Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ

が
今
後
ど
の
よ
う
に
選
手
を
育

成
す
べ
き
か
、
多
く
の
示
唆
を

受
け
た
大
会
で
し
た
。

　

今
、
ア
ジ
ア
各
国
は
急
速
に

サ
ッ
カ
ー
の
力
を
つ
け
て
い
ま

す
。
中
東
・
カ
タ
ー
ル
は
惜
し
み
な
く
資
金

を
投
資
し
、
国
を
挙
げ
て
選
手
、
チ
ー
ム
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
発
展
著
し
い
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ

イ
は
、
経
済
発
展
の
レ
ベ
ル
に
並
行
し
て

サ
ッ
カ
ー
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ベ

ト
ナ
ム
は
昨
年
５
月
か
ら
、
コ
ン
サ
札
幌
の

三
浦
俊
也
元
監
督
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
監

督
と
し
て
招
へ
い
し
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

五
輪
出
場
（
２
０
１
６
年
）
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。

　

中
国
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ
１
相
当
）
傘

下
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
ア
カ
デ
ミ
ー
「
杭
州
緑

城
」
は
、
コ
ン
サ
旭
川
の
賀
谷
英
司
元
監
督

を
昨
年
３
月
か
ら
Ｕ
│
15
監
督
と
し
て
招
き
、

日
本
を
越
え
る
た
め
の
サ
ッ
カ
ー
指
導
を
始

め
て
い
ま
す
。

人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
オ
ー
プ
ン
で
期
待
増
す

町
内
公
式
戦
開
催
と
選
手
育
成

　

東
川
町
に
も
い
よ
い
よ
待
望
の
人
工
芝

サ
ッ
カ
ー
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

待
望
の
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
は
、
東
川
小

学
校
新
校
舎
の
北
側
に
あ
り
、
雪
解
け
後
の

こ
け
ら
落
と
し
を
待
つ
ば
か
り
。
各
種
サ
ッ

カ
ー
大
会
は
も
ち
ろ
ん
、
選
手
育
成
の
場
と

し
て
広
く
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

人
工
芝
上
で
は
ボ
ー
ル
が
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

バ
ウ
ン
ド
し
な
い
た
め
、
高
い
サ
ッ
カ
ー
技

術
、
戦
術
の
習
得
が
容
易
で
す
。
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

　

１
月
、
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本

ユ
ー
ス
（
Ｕ
│
15
）
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
で
、

東
川
中
３
年
生
ト
リ
オ
が
全
国
３
位
と
い
う

快
挙
に
大
い
に
貢
献
し
て
く
れ
ま
し
た
（
18

㌻
、
各
種
大
会
成
績
参
照
）
。

　

幼
少
時
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
コ
ン
サ

旭
川
Ｕ
│
15
チ
ー
ム
選
手
と
し
て
出
場
し
た

渡
辺
友
基
君
、
阿
部
渓
輔
君
、
板
谷
智
志
君

３
人
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
素
晴
ら
し
い
育
成
環
境
、
そ
し
て
今

回
の
視
察
経
験
を
生
か
し
、
地
元
東
川
町
か

ら
の
ト
ッ
プ
選
手
育
成
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
「
東
川
町
か
ら
世
界
へ
！
」

と
夢
は
膨
ら
み
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
は
急
速
に
力
を
つ
け
て
い
た
（
下
）

ア
ジ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
は
急
速
に
力
を
つ
け
て
い
た
（
下
）

東
川
か
ら
世
界
へ
―
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
J
リ
ー
グ
海
外
視
察
研
修
会
に
参
加
し
て

張外龍元コンサドーレ札幌監督（右）とミャン
マー空港で思わぬ再開をした松山さん

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
ア
カ
デ
ミ
ー
グ
ル
ー
プ
チ
ー
フ
兼
コ
ン
サ
ド
ー
レ
旭
川
Ｕ
│
15
コ
ー
チ　

松 

山 

育 

司

フットサル全国大会で全国３位に貢献した東川中３
年生の３人（左から渡辺、阿部、板谷君。阿部君は３
得点の大活躍）
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大雪地区広域連合からのお知らせ

一 般 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

合　　計

会計区分

区　　分

歳入決算額 歳出決算額 実質収支額

区　　分

後期高齢者医療保険料
国 民 健 康 保 険 料
介 護 保 険 料

調定額 収入額 不納欠損額 収入未済額 収納率

一世帯当たり

給付費総額 受給者数
居宅介護サービス等給付費
施設介護サービス等給付費

合　　計

一人当たり月額給付費

医 療 費 総 額
受 給 者 数
一人当たり医療費

一人当たり
前期高齢者
全 体

保険料収納状況

介護給付費の状況

大雪地区広域連合歳入歳出決算額

国民健康保険被保険者医療費の動向 後期高齢者医療被保険者医療費の動向（円）

（万円）

（現年分）

（万円）

（万円） （万円） （％）（万円）

（円）（人）

大雪地区広域連合決算の概要大雪地区広域連合決算の概要大雪地区広域連合決算の概要

【一般会計】
　25年度は大雪地区広域連合が保険者として業務を開始し
10年を迎えました。派遣職員７人、専任職員３人で業務体制を
組み、関係町、関係機関と協議の上住民サービスの低下を招
くことなく効率的に事務処理を進めました。

【介護保険特別会計】
　24年３月に策定した第５期介護保険事業計画（平成24-26
年度）に計上している要介護高齢者数の現状と将来推計など
踏まえ、高齢者が住みなれた地域で安心して暮らし続けること
ができるように円滑な事業運営と給付の実施を進めました。
　介護保険料は、第６段階である標準的な年額保険料を介護
保険事業計画に基づき６万1,200円（月額5,100円）としていま
す。25年度末現在の介護給付費準備基金は5,120万円となり、
介護保険料抑制のために有効な活用を図ります。

【国民健康保険特別会計】
　被保険者の負担軽減と安定化、平準化を図りつつ最少の負
担で医療給付を受けられるように料率を設定しました。住民福

111,463
276,693
409,094
72,456
869,706

111,023
276,595
374,182
65,319
827,119

440
98

34,912
7,137
42,587

47,432
96,249
22,341

47,197
92,509
22,274

0
0
0

235
3,740

67

99.51
96.11
99.70

132,796
133,393
266,189

1,065
369

1,434

103,909
301,249
154,689

40億5747万円
4546人

89万2536円

651,821
340,546
486,116

祉の向上と公平負担の確保という制度の基本に立ち、３町の
被保険者にかかる必要な保険給付費を見込み、健全経営が
できるよう関係町と協議を重ね、国民健康保険運営協議会に
諮問のうえ保険料を決定しました。
　療養給付費（費用額ベース）は、29億8,795万円となり、３億
4,912万円の余剰金が発生しました。医療費全体で予算額を
下回ったことなどによるものです。
　25年度末現在の財政調整基金は4,317万円となり、今後の
国保財政安定化に向けた財源として活用します。

【後期高齢者医療特別会計】
　後期高齢者医療制度は、旧老人保健制度に代わって平成
20年度からスタートしています。北海道後期高齢者医療広域
連合が主体となって運営しており、申請や被保険者証の交付、
保険料の徴収事務などは大雪地区広域連合で行っています。
　収納後の保険料、３町の被保険者にかかる医療給付費の負
担分は北海道後期高齢者医療広域連合に納付しています。療
養給付費（費用額ベース）は40億5,747万円となっています。

　大雪地区広域連合の平成25年度一般会計と３特別会計の決算が認定となりました。その決算概要をお知ら
せします。昨年12月に開いた第３回大雪地区広域連合議会定例会で同年度会計決算額の認定を受けました（決
算額は四捨五入処理をしているため、実際の決算額と異なる場合があります）。
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くらし
・

ネットワーク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

公
民
館
保
安
警
備
管
理
人
の
募
集

　

町
教
育
委
員
会
は
公
民
館
（
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
の
保
安
警
備
管
理

人
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
履
歴
書

に
応
募
本
人
の
写
真
を
貼
付
し
教
育
委

員
会
事
務
局
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集　

東
川
町
公
民
館
保
安
警
備
管
理

　

人
（
嘱
託
、
勤
務
条
件
は
東
川
町
定

　

数
外
職
員
取
り
扱
い
要
綱
に
よ
る
）

採
用　

１
人

締
め
切
り　

２
月
27
日
（
金
）

資
格　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
町
内
在

　

住
の
者

賃
金　

月
額
14
万
６
千
５
０
０
円

業
務
内
容　

公
民
館
の
夜
間
、
休
日
の

　

貸
し
館
業
務
全
般

雇
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月

　

31
日
（
１
年
ご
と
の
更
新
可
）

勤
務
体
制　

原
則
と
し
て
○
午
後
５
時

　

15
分
〜
同
９
時
15
分
（
火
│
金
曜
日
）

　

○
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
（
土
、

　

日
、
祝
日
）
○
月
曜
日
休
日

そ
の
他　

雇
保
・
健
保
あ
り
、
有
給
休

　

暇
あ
り

お
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
担

当
・
三
島
）

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
☎
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

っ
た
町
の
日
本
語
研
修
を
き
っ
か
け
に
、

海
外
か
ら
の
留
学
生
な
ど
外
国
人
の
方

が
町
内
で
増
え
、
国
際
交
流
推
進
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

来
日
し
て
い
る
方
は
、
日
本
の
習
慣
、

環
境
、
生
活
に
不
慣
れ
な
方
が
多
く
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
助
言
を
必

要
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
お
気
づ

き
の
点
は
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
夜
間
、
休
日
の
場
合
は
、
役
場

守
衛
を
通
じ
て
担
当
職
員
と
連
絡
が
可

能
で
す
。

 

生
涯
学
習
推
進
課
か
ら

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
☎
82
│
４

６
０
０
、
生
涯
学
習
推
進
課
は
☎
内
線

５
８
５

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
新
年
度
上

半
期
施
設
利
用
説
明
会

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
新
年
度

上
半
期
施
設
利
用
説
明
会
を
開
き
ま
す

（
４
│
９
月
期
）
。
定
期
的
に
施
設
を

利
用
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
、
各
種
団
体

で
同
期
の
利
用
を
計
画
し
て
い
る
場
合

は
、
事
前
に
２
月
14
日
（
土
）
ま
で
に

施
設
利
用
計
画
書
を
提
出
の
上
、
関
係

団
体
の
方
が
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
19
日
（
木
）
午
後
６
時

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

食
事
か
ら
健
康「
栄
養
教
室
」

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
た
め
健
康
の
大
切
さ
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

　

身
近
な
材
料
を
使
う
調
理
実
習
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
、
味
付
け
な
ど
食
生
活
の
見

直
し
と
健
康
を
考
え
る
機
会
に
し
ま
し

よ
う
（
希
望
す
る
方
は
食
生
活
改
善
推

進
員
と
な
る
単
位
を
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）
。

日
時　

２
月
18
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
ど
な
た
で
も

内
容　

食
べ
て
防
ご
う
生
活
習
慣
病

「
高
血
圧
症
」
（
講
話
、
調
理
実
習
、

試
食
）
、
希
望
者
は
体
脂
肪
測
定
可

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
費
用　

食
材
費
の
一
部
１
０
０
円

 

町
立
診
療
所
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
☎

（
直
）
82
│
２
１
０
１

町
立
診
療
所
栄
養
士
を
募
集

　

診
療
所
栄
養
士
を
募
集
し
ま
す
。
応

募
希
望
の
方
は
診
療
所
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
面
接
日
は
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

採
用　

１
人
（
臨
時
職
員
）

締
め
切
り　

２
月
20
日
（
金
）

資
格　

管
理
栄
養
士
ま
た
は
栄
養
士
の

　

資
格
を
有
す
る
方

賃
金　

東
川
町
臨
時
職
員
賃
金
規
定
に

　

よ
る

業
務
内
容　

診
療
所
栄
養
士
業
務

雇
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月

　

31
日
（
年
次
更
新
可
）

勤
務
体
制　

原
則
午
前
８
時
半
〜
午
後

　

５
時
（
週
休
２
日
）

そ
の
他　

雇
保
・
健
保
あ
り
、
履
歴
書

　

（
顔
写
真
貼
付
）
、
管
理
栄
養
士
ま

　

た
は
栄
養
士
の
資
格
写
し
を
提
出

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
│
５
１
０

０「一緒
に
考
え
よ
う
」（
見
学
体
験
会
）

　

４
月
か
ら
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
お
子
さ

ん
が
入
園
予
定
の
保
護
者
の
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
３
歳
児
以
上
の
お

子
さ
ん
の
様
子
を
見
学
し
ま
す
。
園
児

と
一
緒
に
昼
食
も
食
べ
ま
す
。

日
時　

２
月
５
日
（
木
）
午
前
９
時
半

　

〜
正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

募
集　

10
組
程
度

対
象　

３
歳
児
（
平
成
23
年
４
月
２
日

　

以
降
生
ま
れ
）
、
４
歳
児
（
同
22
年

　

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
お
子
さ

　

ん
と
保
護
者

内
容　

見
学
体
験
会

（
結
婚
し
て
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る

場
合
を
除
く
）
。
第
２
号
被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
第
３
号
被
保
険
者
も

第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
場
合

　

第
１
号
ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者
が

就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
と
第

２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

▼
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
場
合

　

勤
務
し
て
い
る
事
業
所
を
退
職
し
て

結
婚
し
、
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い

る
夫
（
ま
た
は
妻
）
の
被
扶
養
配
偶
者

に
な
る
方
。

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
２
３
３
、

除
雪
の
こ
と
は
公
共
施
設
管
理
室
☎
内

線
２
３
９

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
活
用

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
電
源
立
地
交
付
金

を
活
用
し
て
道
の
駅
・
ひ
が
し
か
わ
道

▼
第
１
号
被
保
険
者

　

農
業
、
漁
業
な
ど
一
次
産
業
の
方
、

自
営
業
者
と
そ
の
配
偶
者
、
20
歳
以
上

の
学
生
、
自
由
業
の
方
が
対
象
で
す
。

加
入
や
種
別
変
更
の
手
続
き
は
、
市
区

町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
な
ど
の
事
業
所
、
各
種
法
人
、

公
共
団
体
に
勤
務
し
て
い
る
給
与
所
得

者
な
ど
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。
加
入
手
続

き
は
会
社
や
各
事
業
所
で
す
。

▼
第
３
号
被
保
険
者

　

国
民
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
（
専
業
主

婦
な
ど
）
が
対
象
で
す
。
届
け
出
は
配

偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

〔
種
別
変
更
の
ケ
ー
ス
〕

▼
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
場
合

　

事
業
所
に
勤
め
て
い
る
第
２
号
被
保

険
者
が
退
職
す
る
場
合
、
本
人
は
第
１

号
被
保
険
者
に
種
別
変
更
に
な
り
ま
す

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

届
け
出
は
住
民
室
☎
内
線
１
１
1

国
民
年
金
の
種
別
変
更
と
は
？

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
以
上
60
歳

に
な
る
ま
で
の
国
内
に
住
む
す
べ
て
の

方
が
加
入
し
、
４
８
０
月
（
40
年
間
）

の
う
ち
、
保
険
料
納
付
済
み
期
間
と
保

険
料
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
25
年
（
３

０
０
月
）
以
上
あ
れ
ば
65
歳
か
ら
老
齢

基
礎
年
金
の
給
付
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
公
的
年
金
保
険
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
た
方
を
被
保
険

者
と
呼
び
、
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で

の
種
別
に
分
か
れ
ま
す
。
加
入
時
に
届

け
出
る
だ
け
で
な
く
、
種
別
が
変
わ
る

時
に
は
「
種
別
変
更
届
」
が
必
要
で
す
。

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
を
受
け
取

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
、

年
金
手
帳
を
添
え
て
、
そ
の
都
度
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
旭
川

年
金
事
務
所
☎
72
│
５
０
０
４

草
館
空
調
設
備
新
設
、
文
化
交
流
館
の

図
書
購
入
を
行
い
ま
し
た
。

　

空
調
設
備
は
２
２
６
万
８
千
円
、
図

書
購
入
は
３
６
９
万
８
千
円
、
交
付
金

額
は
定
額
５
１
０
万
６
千
円
で
す
。
道

草
館
は
、
特
に
夏
季
間
の
空
調
環
境
が

改
善
し
ま
し
た
。
文
化
交
流
館
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
新
た
な
図
書
購
入
に
よ

っ
て
さ
ら
に
蔵
書
図
書
を
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
発

電
用
施
設
等
が
立
地
し
て
い
る
電
源
立

地
地
域
の
公
共
用
施
設
整
備
に
役
立
て

る
た
め
、
国
か
ら
市
町
村
に
交
付
し
て

い
ま
す
。

大
型
除
雪
機
械
を
使
う
道
路
除
雪
の

進
行
順
位
が
変
わ
り
ま
す

　

大
型
除
雪
機
械
を
使
う
町
内
道
路
の

除
雪
進
行
方
向
が
２
月
か
ら
逆
回
り
に

な
り
ま
す
。

　

冬
の
町
内
公
共
除
雪
は
、
毎
年
「
12

│
３
月
」
の
冬
期
間
実
施
し
、
複
数
要

員
に
よ
っ
て
随
時
同
時
に
作
業
を
し
て

い
ま
す
。
安
全
を
確
保
し
迅
速
な
作
業

を
進
め
る
た
め
、
ま
た
作
業
が
混
乱
し

な
い
よ
う
に
手
順
、
進
行
順
位
、
進
行

方
向
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

前
年
シ
ー
ズ
ン
か
ら
、
期
間
中
の
冬

期
４
カ
月
間
を
前
半
「
12
│
１
月
期
」
、

後
半
「
２
│
３
月
期
」
の
２
期
に
分
け

て
い
ま
す
。
前
、
後
半
で
作
業
の
進
行

順
位
、
進
行
方
向
を
逆
転
し
、
町
内
均

等
除
雪
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

地
域
活
性
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
国
際
交
流
推
進
室

☎
内
線
２
６
０
、
２
６
４

町
内
在
住
の
外
国
人
留
学
生
の
方
が

増
え
て
い
ま
す

　

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
か
ら
始
ま

夜間納税と相談の日

2月9日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

2月9日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

2月9日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

都市建設課工事の入札結果のお知らせ  町発注工事の入札結果をお知らせします。

税務課収納室／役場1階税務課（4番窓口）

　
（前月比－
（前月比－
（前月比＋
（前月比－

　
7,994人
3,724人
4,270人
3,556戸

4人
8人
26人
23人

　
1人）
2人）
1人）
1戸）

人口・世帯数　12月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
父
浩平
弘明
昌幸
誠
泰介

　
母
千尋
裕希
祐子
璃紗
夢子

　
行政区
東町３丁目
南町３丁目
北町２丁目
南町２丁目
新栄

お 誕 生
生まれた子
井田　智史
小林　春乃
尾関　将太
鵜之沢　楓
小助川　尊

   い  だ　    さとし

こばやし　  はるの

  おぜき　  しょうた

   うのざわ　   かえで

 こすけがわ　 みこと

人のうごき　昨年12月16日～1月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
行政区　
3４区
西区

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
髙橋　卓　　　　谷口　芙美枝
　川　雄大　　　長岡　美穂

　
行政区
22区
10区
南町２丁目
東倉沼
12区
29区

　
歳
100歳
71歳
95歳
94歳
87歳
88歳

おくやみ
亡き人
寺島　シヅヱ
澤田　朗一
山田　キミ
立石　ヤイ
中村　重雄
齋藤　百合子

届出人
寺島　茂
澤田　洋子
山田　貞男
立石　睦夫
中村　俊春
山近　正之

昨年12月18日 国際交流会館外構工事 藤田建設工業㈱ 6,696 指名競争入札

入札日 設　備　名　等 請負業者 請負価格
（税込み、千円） 契約方法等
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

特

設

会

場

特

設

会

場

■税務署対応の会場

　旭川北洋ビル9階
（旭川市4条通9丁目）
※会場は税務署内ではありません
▶期間／2月2日㈪～3月16日㈪
　（土、日、祝日を除く）
　午前9時～午後5時（午後4時受付終了）
▶旭川東税務署☎23-6291（自動音声案内）

■役場会場

　役場1階第1小会議室
（正面玄関すぐ左）
▶期間／3月16日㈪まで
　（土、日、祝日を除く）
　午前8時45分～午後5時
▶役場税務課☎内線（123、124）

確定申告、納税は3月16日までに確定申告、納税は3月16日までに確定申告、納税は3月16日までに

さ
ん
、
長
女
の
奈
央
ち
ゃ
ん
と
親
子
３

人
で
来
庁
し
、
合
田
博
副
町
長
か
ら
記

念
の
東
川
米
１
俵
（
60
㌔
㌘
）
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
受
け
ま
し
た
。

　

「
水
が
い
い
こ
と
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
知
っ
て
移
住
相
談
に
来
ま
し
た
。
そ

の
時
株
主
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
し
ま
し
た
」
と
思
わ
ぬ

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。
「
特

別
町
民
証
も
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
日

は
特
別
町
民
証
を
利
用
し
て
町
内
に
一

泊
し
ま
す
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　

株
主
制
度
で
東
川
町
の
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
く
れ
た
方
は
、
全
国
３
千
２

２
９
人
、
出
資
総
額
延
べ
１
億
１
２
３

万
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
（
１
月
20
日

現
在
）
。
株
主
の
皆
さ
ま
に
は
、
そ
の

年
の
東
川
特
産
品
を
送
り
、
特
別
町
民

証
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
町
内
公
共
施

設
の
宿
泊
、
研
修
施
設
を
半
額
優
待
で

利
用
で
き
る
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　

町
は
出
資
金
を
原
資
に
、
○
写
真
の

町
事
業
○
株
主
の
森
育
成
オ
ー
ナ
ー
事

業
○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
育
成
事
業
○

安
田
侃
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
購
入
事
業
○
水

と
環
境
を
守
る
事
業
○
事
前
散
策
路
整

備
事
業
○
東
川
ワ
イ
ン
事
業
―
の
資
金

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

福
祉
専
門
学
校
の
学
生
が
ハ
ン
ド
ベ

ル
で
ク
リ
ス
マ
ス

　

昨
年
12
月
19
日
、
農
村
環
境
会
セ
ン

タ
ー
で
福
祉
専
門
学
校
の
学
生
が
ハ
ン

ド
ベ
ル
演
奏
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
福
し

　

育
成
会
相
談
員
の
守
屋
陽
子
さ
ん
）

子
育
て
講
座「
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
」を
開

き
ま
す

　

簡
単
に
で
き
る
ク
ラ
フ
ト
講
座
で
す
。

当
日
は
託
児
も
で
き
ま
す
。

日
時　

２
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

募
集　

10
組
程
度
（
２
月
２
日
か
ら
受

　

け
付
け
、
先
着
順
）

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者
ど
な
た
で

　

も
内
容　

簡
単
に
作
れ
る
エ
コ
ク
ラ
フ
ト

参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
、
当
日

　

講
師
に
支
払
い
）

講
師　

Ｍ
Ａ
Ｔ
、
紺
野
明
美
さ
ん
（
東

　

川
在
住
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
洗
濯
ば
さ
み

（
10
個
）

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

幼
児
用
遊
具
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た　
昨
年
12
月
22
日
、
旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
㈱
（
尾
崎
吉
一
社
長
）
が
町
に
幼

児
用
遊
具
を
寄
贈
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

尾
崎
社
長
、
斉
藤
裕
一
放
送
セ
ン

タ
ー
長
、
山
下
敦
規
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

Ｆ
Ｍ
開
設
準
備
室
長
３
人
が
来
庁
し
、

松
岡
市
郎
町
長
に
目
録
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

参
加
費　

１
８
０
円
（
親
子
の
給
食
代

　

１
食
分
、
当
日
徴
収
）

よ
ち
よ
ち
教
室
を
開
き
ま
す

　

０
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の
教
室
で

す
。
乳
児
の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
で
す
。
親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う
。
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ

ん
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

２
月
12
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

対
象　

０
歳
の
幼
児
と
保
護
者

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

「
離
乳
食
に
つ
い
て
」
（
講
師
は
幼

　

児
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
の
光
島
可
緒
梨
、

　

園
田
多
映
子
）

 「
お
父
さ
ん
も
遊
ぼ
う
」交
流
会

　

日
ご
ろ
仕
事
が
忙
し
い
お
父
さ
ん
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
家
族
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
14
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

　

正
午
（
交
流
会
は
午
前
11
時
か
ら
）

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

対
象　

乳
幼
児
を
子
育
て
中
な
ら
ど
な

　

た
で
も

内
容　

雪
遊
び
や
運
動
遊
び
な
ど
、
交

　

流
会
（
講
師
は
旭
川
市
手
を
つ
な
ぐ

　

遊
具
は
小
さ
な
三
角
す
い
の
コ
ー
ン

と
仕
切
り
棒
セ
ッ
ト
、
木
の
キ
ッ
チ
ン

お
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
の
２
種
類
。
昨
年

キ
ト
ウ
シ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
い
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

の
参
加
料
を
当
て
て
購
入
し
た
そ
う

で
す
。

　

前
年
の
車
い
す
に
続
い
て
２
年
連
続

の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
で
は

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
具

と
し
て
さ
っ
そ
く
配
備
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

株
主
１
億
円
超
え
た
〜
記
念
の
親
子

に
東
川
米

　

昨
年
12
月
、
写
真
の
町
ひ
が
し
か
わ

株
主
制
度
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
で
町
の

株
主
と
な
っ
た
東
川
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー

の
出
資
総
額
が
１
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
１
億
円
目
の
株
主
と
な
っ

た
の
は
札
幌
市
内
在
住
の
村
上
智
章

さ
ん
（
46
）
。
１
月
19
日
、
妻
の
愛

う
は
な
ん
て
う
ん
が
い
い
ん
だ
ろ
う
」
、

小
学
校
２
年
生
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ

て
い
る
「
に
ゃ
ー
ご
」
な
ど
、
や
さ
し

さ
や
思
い
や
り
が
い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
て

い
る
お
話
の
数
々
。
宮
西
さ
ん
は
「
人

間
は
一
生
懸
命
生
き
る
こ
と
が
大
事
。

遊
ぶ
時
は
一
生
懸
命
遊
ぶ
。
子
ど
も
た

ち
は
大
人
を
見
て
い
る
。
大
人
が
一
生

懸
命
や
ら
な
い
と
、
子
ど
も
は
一
生
懸

命
に
し
な
い
。
み
ん
な
一
生
懸
命
に
生

き
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
話
し
か
け
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
宮
西
さ
ん
の
読
み
聞
か

せ
の
ほ
か
に
、
お
は
な
し
の
会
・
ピ
ッ

ピ
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
４
話
を
朗
読
し
ま

し
た
。

チ
ア
リ
ー
ディン
グ
の
新
チ
ー
ム
メ
イ

ト
募
集

大
雪
子
ど
も
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

　

４
月
か
ら
入
会
の
新
チ
ー
ム
メ
イ
ト

を
募
集
し
ま
す
。
２
月
17
日
（
火
）
、

同
月
24
日
（
同
）
に
体
験
会
を
開
き
ま

ま
し
た
。

　

町
教
委
主
催
の
第
９
回
し
ら
か
ば
学

級
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
会
と
し
て
介
護
福

祉
科
１
年
生
11
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー

映
画
・
ピ
ノ
キ
オ
か
ら
主
題
歌
「
星
に

願
い
を
」
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
・

千
と
千
尋
の
神
か
く
し
か
ら
主
題
歌

「
い
つ
も
な
ん
ど
で
も
」
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
テ
ー
マ
曲
「It’s A Sm

all 
W
orld

（
小
さ
な
世
界
）
」
の
３
曲
を

演
奏
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
柔
ら
か
な
響
き

が
優
し
い
ひ
と
時
を
演
出
し
ま
し
た
。

　

町
内
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
三
島
知

子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
独
奏
、
学
生
と
一
緒

の
合
唱
も
楽
し
み
ま
し
た
。

宮
西
達
也
さ
ん
来
町
の
お
は
な
し
会

　

１
月
12
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
い
た
親
と
子
の
移
動
朗
読
会

に
、
絵
本
作
家
の
宮
西
達
也
さ
ん
（
静

岡
県
三
島
市
在
住
）
が
来
町
し
て
、
代

表
的
な
８
作
品
を
会
場
で
読
み
聞
か
せ

し
ま
し
た
。

　

今
年
最
初
の
お
は
な
し
会
は
、
宮
西

ワ
ー
ル
ド
の
世
界
。
第
30
回
講
談
社
出

版
文
化
賞
絵
本
賞
を
受
賞
し
た
「
き
ょ

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

募
集　

原
則
と
し
て
町
内
在
住
の
小
学

　

新
１
〜
３
年
生

体
験
会
締
め
切
り　

２
月
13
日
（
金
）

体
験
申
し
込
み　

事
務
局
の
高
橋
さ
ん

　

☎
０
９
０
│
６
０
９
６
│
５
３
３
０

会
費　

年
間
１
万
２
千
円
（
ほ
か
に
保

　

険
代
８
０
０
円
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
代

　

別
途
）

そ
の
他　

練
習
は
基
本
毎
週
１
回
（
火

　

曜
日
午
後
６
時
50
分
か
ら
約
２
時
間
、

　

東
川
小
体
育
館
）

協
会
結
成
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参

加
者
募
集

　

第
29
回
東
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

結
成
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

日
時　

２
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
か

　

ら
（
主
将
会
議
は
午
前
８
時
45
分
）

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
東
川
海
洋
セ
ン
タ
ー

募
集　

一
般
男
女
（
中
学
生
以
上
）

締
め
切
り　

２
月
９
日
（
月
）
ま
で

試
合
方
式　

男
女
別
６
人
制
リ
ー
グ
戦

参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
千
円
（
学
生
２

　

千
円
）

申
し
込
み　

東
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

　

会
事
務
局
（
役
場
写
真
の
町
課
、
大

　

角
さ
ん
）

ヒ
ュ
ー
マン・フォ
ー
ラ
ム
開
催

好
蔵
寺
同
朋
の
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
）
法
人

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
セ
ン
タ
ー
、

相
内
俊
一
理
事
長
（
小
樽
商
科
大
学
名

誉
教
授
）
を
講
師
に
迎
え
て
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
小
さ
な
自
治
体

が
生
き
残
る
道
」
を
開
き
ま
す
。

日
時　

３
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時

場
所　

好
蔵
寺
会
館
ホ
ー
ル
（
北
町
８

　

丁
目
）

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
）

　

法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
セ

　

ン
タ
ー
理
事
長
、
相
内
俊
一
氏

参
加
費　

５
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ　

好
蔵
寺
の
両
瀬
さ
ん

　

☎
82
│
２
６
５
５

自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
隊
本
部
南
地
区
隊

　

自
衛
官
、
予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
南
地
区
隊
☎

22
│
０
６
４
８
、
ま
た
は
町
内
募
集
相

談
員
の
小
野
さ
ん
☎
82
│
３
７
３
７
、

樽
井
さ
ん
☎
82
│
４
７
０
２
。

▼
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

　

月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

の
者

受
け
付
け　

受
け
付
け
中　

試
験
日　

２
月
20
日
（
金
）
、
同
月
21

　

日
（
土
）
、
同
月
27
日
（
金
）
、
同

　

月
28
日
（
土
）
（
年
度
採
用
計
画
数

　

に
達
す
る
場
合
実
施
し
な
い
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）
ま
た
は
自
衛
隊
旭
川

　

地
方
協
力
本
部

▼
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
27
年
７
月
１

　

日
現
在
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

受
け
付
け　

３
月
24
日
（
火
）
ま
で

試
験
日　

①
４
月
10
日
（
金
）
〜
同
月

　

14
日
（
火
）
の
い
ず
れ
か
１
日

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）
ま
た
は
自
衛
隊
旭
川

　

地
方
協
力
本
部

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
モ

ニ
タ
ー
募
集林

野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局

　

国
有
林
の
役
割
、
現
状
、
管
理
経
営

に
関
す
る
意
見
、
提
言
を
募
る
た
め
の

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
依

頼
す
る
方
に
は
依
頼
状
を
発
送
し
て
お

知
ら
せ
し
、
会
議
、
モ
ニ
タ
ー
視
察
会

な
ど
へ
の
出
席
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ

地
下
鉄
サ
リン
事
件
か
ら
20
年

旭
川
東
警
察
署

　

「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」
発
生

か
ら
今
年
で
20
年
。
事
件
を
起
こ

し
た
旧
オ
ウ
ム
真
理
教
は
、
今
も

全
国
で
新
た
な
信
者
を
獲
得
し
て

教
団
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
、
街

頭
で
の
ヨ
ー
ガ
教
室
勧
誘
な
ど
、

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
最
寄
り
の

警
察
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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手前が小学生選手（右から木村、小坂、及川、
窪田、七尾）、後方は中学生（右から杉山、長
谷部、今村、七尾、久保田）

旭川地区２位で全道大会出場した東川ミニ
バスケットボール少年団

フットサル全日本ユース大会全国３位入賞
の快挙

【剣道】
◆第41回比布町長旗・教育長旗上川管
内町村剣道大会（昨年11月23日・比布
町体育館）

〔団体〕
▼中学生の部　②東川Ａ（杉山、長谷
部、今村、七尾、久保田）
▼小学生の部　②東川Ａ（木村、小坂、
及川、窪田、七尾）

【フットサル】
◆第20回全日本ユース（Ｕ-15)フットサ
ル大会（１月10‐12日・愛知県豊田市・
スカイホール豊田）
▼準決勝
コンサ旭川　２－４　長岡ＪＹＦＣボ
ルボレッタ（新潟県）
（コンサ得点者）高橋、櫛部
※全国３位入賞（ベスト４）

【ミニバスケットボール】
◆第40回全国ミニバスケットボール大
会北海道地区予選会（１月８─10日・
恵庭市総合体育館、江別市民体育館）
▼決勝トーナメント
東川ミニバスケットボール少年団　33
─55　札幌前田中央ミニバスケット
ボール少年団　
※全道予選ブロック優勝、８位入賞

公営住宅、特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

そ の 他

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
お問い合わせ

／入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には
　入居することはできません。
／公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
／2月末日（※期限までの入居が要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（２人の保証人がいない場合は入居取り消し）
／定住促進課住まい室　☎８２─２１１１（内線115、116）

定住促進課

●公営住宅
募集団地 場　所 戸数、家賃 建築年、構造、設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
　※ただし、一定の要件（60歳以上等）に該当する場合、単身入居可。
　※③④は原則４人以上
２．税金等の滞納がない方
３．法の規定により算出する月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
  ※次のいずれかの要件に該当する場合は月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
  ・1956（昭和31）年４月１日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが同年４月１日以前生まれ、または18歳未満の方がいる場合
  ・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
  ・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
  ・精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
  ・ハンセン病療養者の方などがいる場合

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居する親族が原則4人以上いる方
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方（※詳細は要問い合わせ）

●特定公共賃貸住宅
募集団地 場　所 戸数、家賃 建築年、構造、設備等 そ　の　他

受付期間 ２月２日㈪～同月12日㈭
定住促進課住まい室
5戸
１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（昨年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ、本籍地表示は不要）
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は、定住促進課住まい室に用意しています。
※３、４の書類は入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付場所
募集戸数

お申し込みに
必要なもの

各種大会成績

⑤

・ガス調理器、給湯温水ボイラー、灯油暖房
・調理器（LPガス）、暖房機（灯油FF）は各 
　自用意。
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、
　除雪費用が別途かかります。

・平成10年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・1戸（2階）
・52,200円～
　　94,400円

南町1丁目7番南団地B2
３LDK（80.9㎡）

② ・調理器、暖房機（灯油FF）は各自用意

・平成26年
・木造平屋建て（ロフト付き）
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場2台
・ペットは認められません

・1戸（1階）
・24,500円～
　　65,100円

西町3丁目7番清流団地A5
1LDK（65.13㎡）

①

・家賃のほか温水器、暖房機、調理器の
　リース料（月額5,000円程度）がかかり
　ます。
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、
　除雪費用が別途かかります

・平成14年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・オール電化
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・1戸（1階）
・16,700円～
　　44,200円

西町3丁目8番清流中央団地A2
1LDK（50.97㎡）

④

・調理器、灯油暖房機（煙突式）は各
　自用意。
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、
　冬期除雪費が別途かかります。

・平成元年
・セラミックブロック造り2階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場1台
・ペットは認められません

・1戸（1階）
・21,600円～
　　40,500円

西町1丁目20番清流東団地A4
3LDK（70.6㎡）

・家賃のほか温水器、暖房機、調理器の
　リース料（月額5,000円程度）がかかり
　ます。
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、
　除雪費用が別途かかります

③

・平成14年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・オール電化
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・1戸（2階）
・26,200円～
　　69,400円

西町3丁目8番清流中央団地A2
3LDK（79.94㎡） 社

協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
12
月
16
日
か
ら
１
月
15

日
ま
で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

10
区　
　
　
　
　

澤
田　

洋
子
様

12
区　
　
　
　
　

中
村
ナ
ツ
子
様

南
町
２
丁
目　
　

山
田　

貞
男
様

東
倉
沼
区　
　
　

立
石　

睦
夫
様

29
区　
　
　
　
　

山
近　

正
之
様

「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
み
ご
と

を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
事
前
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
月
の
相

談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
☎
82

―
７
５
０
５松  

林　

加 

代 

子

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

際
交
流
担
当
☎
０
３
│
６
２
５
７
│
１

４
３
４
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

http://w
w
w
.cao.go.jp/koryu/

住
宅
購
入
で「
す
ま
い
給
付
金
」の
対

象
に
な
り
ま
す

国
土
交
通
省
住
ま
い
交
付
金
事
務
局

　

国
土
交
通
省
は
、
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
う
住
宅
購
入
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
「
す
ま
い
給
付
金
」
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上

げ
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
住
宅

購
入
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。
昨
年
４
月
以
降

に
新
た
に
住
宅
を
購
入
す
る
場
合
、
新

築
、
中
古
を
問
わ
ず
、
収
入
に
応
じ
て

最
大
30
万
円
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　

申
請
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７

０
│
０
６
４
│
１
８
６
（
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
給
付

金
額
を
試
算
で
き
ま
す
。

http://sum
ai-kyufu.jp

【
訂
正
】

　

広
報
１
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
26
㌻
衆
議
院
議
員
総
選
挙
開
票
結
果

中
、
北
海
道
６
区
小
選
挙
区
得
票
数
の

う
ち
、
日
本
共
産
党
と
自
由
民
主
党
の

得
票
数
表
示
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

正
し
く
は
日
本
共
産
党
「
２
万
４
千
６

の
回
答
な
ど
に
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格　

道
内
に
在
住
し
国
有
林
に

　

関
心
が
あ
る
20
歳
以
上
の
方
（
各
級

　

議
会
議
員
、
地
方
公
共
団
体
長
、
常

　

勤
国
家
公
務
員
、
国
有
林
野
事
業
職

　

員
Ｏ
Ｂ
、
森
林
、
林
業
担
当
の
自
治

　

体
職
員
、
24
、
25
両
年
度
モ
ニ
タ
ー

　

だ
っ
た
方
は
除
く
）

締
め
切
り　

２
月
28
日
（
金
）
（
必
着
）

応
募　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

　

り
が
な
）
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

　

電
話
番
号
、
モ
ニ
タ
ー
募
集
を
知
っ

　

た
き
っ
か
け
、
応
募
理
由
（
１
０
０

　

字
程
度
）
を
明
記
し
て
郵
便
ま
た
は

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
。

そ
の
他　

発
表
は
依
頼
状
の
発
送
で

（
３
月
末
ま
で
に
）

お
問
い
合
わ
せ　

林
野
庁
北
海
道
森
林

　

管
理
局
（
〒
０
６
４
│
８
５
３
７
、

　

札
幌
市
中
央
区
宮
の
森
３
条
７
丁
目

　

70
番
地
）
、
担
当
・
福
浦
さ
ん
、
安

　

藤
さ
ん
☎
０
１
１
│
６
２
２
│
５
２

　

２
８
、
E
メ
ー
ル
は

　

h.kikaku@
rinya.m

aff.go.jp

青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
ま
せ

ん
か

内
閣
府

　

日
本
と
世
界
各
国
の
青
年
交
流
を
通

し
て
相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
、
広
い

国
際
的
視
野
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育

て
る
た
め
、
内
閣
府
は
青
年
国
際
交
流

事
業
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
内
閣
府
青
年
国

５
６
票
」
、
自
由
民
主
党
「
10
万
千

７
４
８
票
」
で
す
。

○
同
㌻
衆
議
院
議
員
総
選
挙
開
票
結
果

中
、
比
例
区
得
票
数
の
得
票
数
表
説
明

の
う
ち
、
「
上
川
支
庁
計
」
は
「
上
川

総
合
振
興
局
計
」
で
す
。

○
32
㌻
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
改
選

記
事
写
真
説
明
で
、
「
河
村
正
八
さ
ん
」

は
「
川
村
正
八
さ
ん
」
の
誤
り
で
す
。
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学

童

の

子

ど

も

た

ち

「
た
だ
い
ま
」

「
お
帰
り
。
今
日
は
宿
題
、
何

枚
？
」

「
一
枚
！
」

と
、
元
気
な
声
と
笑
顔
で
一
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
子
ど
も

た
ち
が
帰
っ
て
き
ま
す
。
そ
し

て
手
洗
い
と
う
が
い
を
済
ま
せ

て
か
ら
、
宿
題
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
、
八
十
人
ほ
ど
の
子
が

学
童
に
登
所
し
、
金
曜
日
に
は

百
人
近
く
に
な
り
ま
す
。
人
数

が
多
く
た
い
へ
ん
な
こ
と
も
多

い
の
で
す
が
、
そ
の
分
う
れ
し

い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
す
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
一
年
生
の

子
が
ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
プ
リ
ン

ト
を
出
し
て
、
そ
れ
を
見
な
が

ら
、
何
や
ら
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い

る
の
で
す
。
私
が
様
子
を
見
て

い
る
と
、
手
招
き
を
し
て
私
を

呼
び
ま
す
。
不
思
議
に
思
い
、

近
づ
く
と
小
さ
な
声
で

「
先
生
、
こ
れ
見
て
。
内
緒
だ

よ
」

と
初
め
て
百
点
を
と
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
く
て
、
テ
ス
ト
を
見

せ
て
く
れ
た
の
で
す
。

「
や
っ
た
ね
。
よ
か
っ
た
ね
。

お
母
さ
ん
に
す
ぐ
見
せ
る
ん
だ

よ
」

と
伝
え
る
と
、

満
面
の
笑
顔

で
う
な
ず

き
ま
し

た
。

　

ま
た

別
の
あ

る
日
、

い
つ
も
は

数
人
で
元
気

に
帰
っ
て
く
る
子

が
、
一
人
し
ょ
ん
ぼ
り
帰

っ
て
き
ま
し
た
。
「
た
だ
い

ま
…
」
の
声
も
元
気
が
あ
り
ま

せ
ん
。
誰
か
と
け
ん
か
を
し
た

の
か
と
思
い

「
何
か
あ
っ
た
の
？
」

と
聞
く
と
、

「
…
」

い
つ
も
の
様
子
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
何
が
あ
っ
た
の
か
聞
い
て

み
る
と
、
算
数
で
九
九
を
決
め

ら
れ
た
時
間
に
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
に
、
緊
張
し
て
失

敗
を
し
て
し
ま
い
悔
し
か

っ
た
、
と
目
に

涙
を
た
め
て

い
ま
し
た
。

　

次
の

日
は
、

い
つ
も

の
「
た

だ

い

ま
！
」
で

帰
っ
て
き
ま

し
た
。
九
九
を
う

ま
く
言
え
た
よ
う
で
す
。

　

長
期
休
み
は
、
自
由
に
遊
べ

る
時
間
が
長
い
た
め
子
ど
も
た

ち
は
楽
し
い
遊
び
を
考
え
出
し

ま
す
。

　

夏
は
お
化
け
屋
敷
…
と
い
う

案
が
出
さ
れ
、
段
ボ
ー
ル
を
張

り
合
わ
せ
、
家
を
造
り
ま
し
た
。

驚
か
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
を
学
年
が
混
ざ
り
な
が
ら
考

え
て
い
ま
す
。
声
や
手
を
出
す
、

お
化
け
の
絵
を
描
く
な
ど
、
ど

ん
ど
ん
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
、

チ
ケ
ッ
ト
売
り
ま
で
で
き
ま
し

た
。

　

毎
日
た
く
さ
ん
の
子
が
学
童

に
登
所
し
ま
す
が
、
昨
日
と
同

じ
日
は
一
日
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
と
元
気
に
大
き

な
声
を
出
し
、
変
化
に
富
ん
だ

子
ど
も
た
ち
と
の
毎
日
を
楽
し

み
つ
つ
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
て
、
日
々
の
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

学

童

の

子

ど

も

た

ち

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

　

年
に
一
度
の
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
は

お
済
み
で
す
か
？　

が
ん
は
国
民
の
死
亡

原
因
ト
ッ
プ
の
病
気
で
す
が
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
で
治
療
可
能
な
時
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
配
布
し
て
い
る
特
定

健
診
受
診
券
、
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
の
有
効
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

受
診
し
て
い
な
い
方
は
受
診
を
お
勧
め
ま

す
。

特
定
健
診

　

か
ら
だ
の
中
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す

脳
や
心
臓
、
腎
臓
の
他
大
き
な
血
管
な
ど

の
臓
器
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
傷
ん

で
い
る
要
因
が
潜
ん
で
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
特
に
加
齢
に
伴
っ
て
そ
の
リ
ス
ク

も
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
「
自
覚

症
状
が
な
い
の
は
健
康
な
証
拠
」
な
ど
と

安
易
に
考
え
ず
、
見
た
目
で
は
分
か
ら
な

い
ご
自
分
の
血
液
デ
ー
タ
値
な
ど
を
知
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を

知
り
、
重
大
な
健
康
障
害
が
起
き
る
前
に

病
気
リ
ス
ク
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

身
体
計
測
、
問
診
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
心
電
図
検
査
、

診
察
の
簡
単
な
健
康
診

断
で
す
。
病
院
に
通

院
中
の
方
も
特
定
健

診
を
受
診
で
き
ま
す
。

「
先
生
に
診
て
も
ら

っ
て
い
る
か
ら
大
丈

夫
」
な
ど
と
油
断
し
な

い
で
、
健
診
結
果
を
活
用
し

て
体
調
が
さ
ら
に
悪
化
し
な
い
よ
う

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
指
導
室
で
は
、
特
定
健
診
を
受
け

た
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
以
下
国
保
加

入
者
）
の
方
を
対
象
に
、
保
健
師
が
皆
さ

ま
に
健
診
の
受
診
結
果
を
お
知
ら
せ
し
、

体
の
中
で
起
き
て
い
る
健
康
状
態
の
変
化
、

元
気
に
暮
ら
す
た
め
の
生
活
習
慣
改
善
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
特
定
健
診
受
診
券
は
、
「
水

色
」
で
す
。
有
効
期
限
は
「
３
月
末
日
」

ま
で
で
す
。
町
立
診
療
所
で
は

無
料
で
受
診
で
き
ま
す

が
、
受
け
付
け
は
２

月
末
日
ま
で
で
す
。

早
め
の
予
約
、
受

診
を
お
勧
め
し
ま

す
。
期
限
近
く
な

る
と
非
常
に
混
雑

す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
町
立
診
療
所
の

ほ
か
旭
川
市
内
の
契
約
医
療
機

関
で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診

　

が
ん
は
男
女
と
も
に
増
加
し
て
い
る
病

気
で
す
。
国
民
の
死
因
原
因
の
ト
ッ
プ
を

占
め
、
町
民
の
病
死
原
因
の
１
位
で
も
あ

り
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
心

穏
や
か
に
暮
ら
す
た
め
、
年
に
一
度
の
特

定
健
診
、
が
ん
検
診
を
積
極
的
に
受
け
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

検
診
の
対
象
は
、
す
べ
て
の
町
民
で
す
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
す
る
こ
と
で
治
療

可
能
な
病
気
で
す
か
ら
、
検
診
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
人
は
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

大
腸
が
ん
検
診
の
場
合
、
ご
自
宅
で
自
分

の
便
を
２
日
分
容
器
に
採
取
す
る
簡
単
な

も
の
で
す
。

　

町
は
昨
年
６
月
、
子
宮
頚
（
け
い
）
が

ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
３
つ
の
が
ん

を
対
象
に
、
対
象
年
齢
の
方
が
無
料
で
受

診
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
し
た
。

そ
の
有
効
期
限
が
「
２
月
末
日
ま
で
」
に

迫
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
検
診
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
し
て
受
診

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

検
診
の
結
果
、
本
町
で
は
過
去
11
年
間

に
町
民
５
人
か
ら
子
宮
頚
が
ん
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
20
歳
代
、
30
歳

代
の
若
い
年
代
の
方
で
し
た
。
乳
が
ん
検

診
で
は
、
延
べ
21
人
か
ら
が
ん
を
発
見
し

て
い
ま
す
。
20
年
度
以
降
は
受
診
者
か
ら

毎
年
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
い
ず
れ

も
初
め
て
検
診
を
受
け
た
方
、
５
年
以
上

が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
方
で

し
た
。

　

大
腸
が
ん
検
診
で
は
、
昨
年
度
町
内
か

ら
り
患
者
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
仕
事
が
忙
し
い
」「
ど
こ
も
悪
い
と
こ
ろ
は
な
い
」
な
ど
と
安
易
に
考
え
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
疎
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

町
、
大
雪
地
区
広
域
連
合
で
は
、
町
民
皆
さ
ま
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
の
受
診
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
。
が
ん
検
診
で
早
期
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
助
か
っ
た
、と
い
う
事
例
も
あ
り
ま

す
。
年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
、健
診
結
果
を
ご
自
分
の
健
康
管
理
に
積
極
的
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
、が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

特
定
健
診
、が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？
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【2月分】
４日㈬

６日㈮

18日㈬
19日㈭
27日㈮

５日㈭
10日㈫
13日㈮
14日㈯
18日㈬
19日㈭
25日㈬
27日㈮
28日㈯
28日㈯

2月の行事
東川町長選挙、東川町議会議員選挙告示
東川町長選挙、東川町議会議員選挙投票日、即日開票（終
日）

東川高校卒業式（前10時、東川高校体育館）

23日㈪
28日㈯

１日㈰

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

旭川がん検診センター送迎検診
7：50集合、受け付け

もぐもぐ教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
栄養教室
じっくり子育て相談
３歳児健診

会場は保健福祉センターです

13：00～14：00
13：15～

10：00～13：00

12：45～

【3月分】
６日㈮

10日㈫
12日㈭

ごっくん教室
乳幼児健診
栄養教室
２歳ふれあいルーム

健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地

生サロンここりん
東町1丁目7-10共

○12日㈭まで
　▶旭正写真愛好会写真展
　▶全日本写真連盟旭川支部（第65回アサヒ北海道写
　　真展）
　▶君の椅子写真コンテスト写真展
○14日㈯～３月２日㈪まで
　▶東川賞収蔵作品展
　▶写真の町・ひがしかわ写真少年団写真展
※２月13日㈮は作品入れ替え、３月３日㈫～９日㈪はクロス
張り替え、３月10日㈫は作品入れ替えのため休館

○13日㈮まで
　▶三原真琴さん油彩画展（東川在住）
○17日㈫から３月10日㈫まで
　▶中野實さん写真展（東川在住）

カラダ美楽クラブ……………
ここりん研修会…
健康体操教室…………………
ここりん自習室……………………………
おとなり会……………………
カラダ美楽クラブ……………
ここりん陶芸部………………
健康体操教室…………………
ここ研サタデー………………
かぜのこくらぶ……………………

文化ギャラリー
東町1丁目19-8

笑味ちゃん家（JAひがしかわ）
西町1丁目5-1　☎82-2121

インフォメーションインフォメーション

＜親子遊び体験教室＞
27日㈮
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
２日、３日、４日、９日、10日、16日、17日、18日、23日、24日、25日
★10日㈫うさぎＡ組と雪遊び
★24日㈫午後開放（０～１歳児）………………13：00～15：00
会場は幼児センターです

テーマ「１、２歳児お店屋さんごっこ」…

10:00～11:30
10:00～11:30、18:30～20:00

10:00～11:00
14:00～16:30
14:00～15:00
10:00～11:30
14:30～16:30
10:00～11:00
10:00～12:00
14:00～16:00

※体操教室（３月分）は２月23日㈪から受け付け（窓口、電話FAX）

10：00～11：30

〔３月〕


